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農協改革井〕米騒動

小樽商科大学

多木 誠一郎

見舞われた個々の農業者単位で見ると、凶作は事

業の失敗であり不幸なことです。でも凶作は、運

良く凶作の被害が少なかった農業者そしてその集

まりである農協にとっては一一今回の農協改革を

主導した人たちがよく使う当世はやりの言葉でい
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いわゆる農協改革の議論を見ていて思い出した

のが、平成の米騒動です。ひょっとしたら若い人

は知らないかもしれませんが、平成5年に起きた

米の大凶作です。米の国内需要を満たせないの

で、主食米を海外から輸入したんですね。その中

うと一一、大きなビジネスチャンスでしょうね。

農協改革を通じて強調されたように、農協は組合

員に奉仕することが目的です。組合員の生産した

ものをできる限り高く売るチャンスというわけ

には長粒米もあって、炊いて食べると不味かった

（この研究会の会員の皆さんには当たり前のこと

なんでしょうが、長粒米の名誉のためにいってお

です。

でもこのビジネスチャンスを活かして、農協が

米をできるだけ高く売ろうとすると、どうでしょ

くと、長粒米はとりわけチャーハンとかパエリア

にすると美味しい。念のため）。米屋さんやス｝

パーに行っても、国産米を買えなかった。という

より輸入米と抱き合わせしたものやブレンドした

うか。消費者つまり多くの国民にとってはたまり

ません。今回の農協改革を主導したいわゆる有識

者・メディアが「農協は食糧供給責任を果たせ」・

「食糧は国民みんなのものだ」と叫んで、農協に

よる有利販売にストップをかけるのではと推測す

るのは私だけでしょうか。

ものしか買えなかった。法的根拠は調べてみない

といけませんが、当時は食管法の時代でしたから

可能だったのでしょうかねえ。昼食でラ｝メン・

もちろん公序良俗に反するような暴利行為は法

的に許されません。たとえ法的に許される範囲で

あっても、消費者の足元を見た「商売」をすると、

長い目で見ると消費者の信頼を損ねてしっぺ返し

を食らうでしょう。だから私がここに記したこと

は絵空事の暴論であって、実際には起こらない。

「あほちゃうか」と一笑に付されるやもしれませ

ライスを頼んだらご飯に粘りがなくパサパサ、出

張中に小腹が空いてコンビニでおにぎりを買うと

不自然にネパネパ。食べ物の何とかは恐ろしいと

いうけど、食べるのが殊に楽しみの私なんか、 20

年経った今でもついこの間のことのように思い出

します。

ん。でも理屈の上では農業者・農協と消費者・国

民との間でこんな葛藤が起こりうるんです。少な
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米の大凶作の原因は冷夏というじゃありません

か。とくに東北地方は凄まじかったようです。冷

夏一一自然現象ですから人間の力では如何ともし

がたいわけで、いつまた襲ってくるやもしれませ

ん。二酸化炭素の出し過ぎて異常気象が世界中で

現れているというんだからなおさらです。凶作に
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高く売ってもよいのか。この研究会単独であるい

は他の研究会との合同研究会で、この間について

議論してみては。その際是非とも、今回の農協改

くとも伝統的な協同組合法理論では、組合員以外

の者の利益という視点はありません。大凶作とい

う究極の状況でも、組合員への最大の奉仕を目的

革を主導した有識者・メディアの意見も聞いてみ

たいものです。

としてあるいは高い収益性を実現するために（農

業協同組合法7条1項・ 2項）、米をできるだけ

と向き合う時今こそ本気で、「担い手」

J A兵庫中央会営農振興部
小前 猛

正面から向き合い、普段から訪問活動を頻繁に行

い、情報提供を中心にコミュニケーションを常に

とっていたことではないかと考える。

質問・発言内容からも、青年部員のみなさんは

利用が少なくても、 JAに対する期待は非常に大

きいと考える。

担い手の方々がJAをより多く利用する方策

は、総合討議の中でもあったが「JAが資材をい

かに安く供給するか、出荷物をいかに高く販売す

るかJがもっとも効果的かつ単純な方法である。

しかし、組合員がJAに対して一番期待してい

るのは、「お安く・お高くjも重要であるが、先

ほどの青年部の話からも「JAに対して関心を

持って期待していただいているうちに、 JAが

しっかりと組合員に向き合い、組合員のことを親

身になって考える」ことではないだろうか。

J Aは、組合員とこれからもしっかりと向き合

い、想、いを受け止めるとともに、集落の中でも先

今回の研究会の総合討議の中でこのような発言

があった。「先日、当JAで青年部が主催する「常

勤役員と語る会」に参加したが、出席している青

年部員は購買事業・販売事業等ほとんどJA事業

を利用されていない方ばかり、なぜ出席されるの

か分からないjと…。

小職も先日、県内のとあるJA青年部主催の「常

勤役員と語る会」に出席した。このJAの青年部

員の方々は、先ほどの発言されたJAと同じく

J Aの事業利用が少ない方が多く、特に販売面に

ついては、自分で販路を開拓し販売を行っている

方が大半である。

会議の中では共同利用施設（カントリ｝エレ

ベーター・米貯蔵倉庫）の利用や営農指導員のス

キルアップ、農協法改正における理事構成問題な

J Aに対して提案・要望・質問の発言が多数

あったとともに、「営農指導員の皆さんが良く来

訪していただき情報提供をしていただいている」

等、評価いただいている発言も多くあった。

ど、

頭に立って話し合いを促し、地域農業の将来ビ

ジョンの策定等（人・農地プランの策定、見直し

等）を支援し、地域農業を支えることが、 JA自

己改革の3つの基本目標「農業者の所得増大」「農

業生産の拡大」「地域の活性化」の達成に向けて

ここで、考えなければいけないことは、 JA事

業をあまり利用しない、青年部員がなぜこんなに

たくさん出席し（部員16名中10名出席）意見を出

の大前提ではないかと考える。

されていたのか？

答えは、営農指導員を中心としたこのJA職員

が、利用は少なくても常日頃から青年部員に対し
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